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１．はじめに 

2011年3月11日に発生した東日本大震災を

契機に、クロマツ海岸林は、白砂青松といった

景観要素から防災林としての役割がクローズ

アップされた。 

クロマツ海岸林の生育状態は気候や地域特

性、人的管理条件等によって左右されるが、近

年、マツノザイゼンチュウによる被害や土壌の

過湿化等によって、海岸林が持つ防災機能や景

観的価値の減少が懸念されている。 

この様な状況に対処するには、海岸林の生育

状態を定期的に調査するとともに、必要に応じ

て適切な対応を取らなければならない。しかし

ながら、広範囲にわたって植林されたクロマツ

海岸林の生育状態を地上から把握するには、作

業効率や経済面から有効な手段であるとは言

い難い。この問題を解消する手段として、我々

はリモートセンシング技術に着目した。 

地球観測衛星は、広範囲の場所を定期的に観

測することができるという特徴を持っている。

また近年、米国のLandsat衛星データは

USGS(United States Geological Survey)なら

びに産業技術研究所において、インターネット

上から無償でデータが入手できる環境が整っ

ている。特に2013年2月に打ち上げられた

Landsat-8OLI(Operational Land Imager)セ

ンサは、観測幅約180km、地上分解能約30m

で可視光から近赤外、単波長赤外を観測し、そ

のデータのダイナミックレンジは12ビットと、

従来の8ビットより多いため、より詳細な情報

が得られるものと期待される。 

本研究はLandsat-8を使ってクロマツ海岸

林の植生状態を診断し、その1年間の季節変化

を把握することを試みたものである。 

 

 

 

２．研究対象地域 

図-1 研究対象地域千葉県長生郡白子町の位置 

 

 

本研究の研究対象地域は、図-1に示すように

千葉県長生郡白子町にあるクロマツ海岸林で

ある。この地域は地下水が高いことや、マツノ

ザイゼンチュウによる被害等で、クロマツ林の

生育状態が必ずしも良好でないところが見ら

れる。 

 

 

３．解析に使用した衛星データ 

解析に使用した衛星データは、産業技術総合

研究所が配信している2013年8月16日から

2014年8月19日までのLandsat-8のOLIデータ

である。 

各データは季節による輝度の違いを排除す

るためにDN(デジタル・ナンバー)を反射率

(Float)に変換するとともに、地理的位置を一致

させるため、幾何学補正処理等の前処理を施し

た。 
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４．クロマツ海岸林の植生状態の評価 

 各観測日におけるクロマツ海岸林の植物状

態を把握するため、前処理後のデータから、次

式により、植物の活力度を表すとされる

NDVI(Normalized,Difference,Vegetation,In

dex)画像を作成した。 

 

 

       NDVI＝(B5-B4)/(B5+B4)      (式-1) 

 

ここで 

 

B5：Landsat-8バンド5の反射率(近赤外波長

帯) 

B4：Landsat-8バンド4の反射率(赤波長帯) 

 

画像-1と画像-2は、各季節のクロマツ海岸林

のNDVI画像に値の高い順に赤、橙、黄、緑、

青、黒を配色したシュードカラー画像である。

ここで、色の違いは活力度の違いを表している。     

これらの画像-1 2013年8月16日のNDVI画

像と画像-2 2014年8月19日のNDVI画像を比

較すると、クロマツ林のNDVI値は高くなって

いることがわかる。  

 

 
画像-1  2013年8月16日のクロマツ海岸林の

NDVI画像 

 
画像-2 2014年8月19日のクロマツ海岸林の

NDVI画像 

 

 

５．おわりに 

 本研究では、クロマツ海岸林の植生状態の把

握にLandsat-8画像を使用した。この衛星デー

タは、ほぼリアルタイムに無料で入手できるこ

とから、海岸林の植生状態への普及が期待され

る。 
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